
裏
に
は
、「
本
当
に
必
要
で
あ
る
こ
と
は
何

で
あ
る
の
か
、
今
、
急
い
で
す
る
べ
き
こ
と

は
何
で
あ
る
の
か
」
と
い
う
問
い
か
け
で

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
『
仏
説
無
量
寿
経
』
と
い
う
お
経
に
「
世
人
、

薄
俗
に
し
て
共
に
不
急
の
事
を
諍
う
」（
欲

望
の
中
を
生
き
て
い
る
私
た
ち
は
、
お
互
い

に
急
が
な
く
て
も
い
い
こ
と
、
さ
し
て
大
切

で
も
な
い
こ
と
を
言
い
争
っ
て
い
る
）
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
煩
悩
の
眼
で
は
本
当

に
必
要
な
こ
と
、
本
当
に
大
切
な
こ
と
が
見

え
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
は
コ
ロ
ナ
禍
で
そ
の
都
度
、
必
要

で
あ
る
こ
と
と
必
要
で
な
い
こ
と
の
分
別
を

迫
ら
れ
、
選
択
を
し
て
き
ま
し
た
が
、「
コ

ロ
ナ
だ
か
ら
し
か
た
な
い
」
と
言
い
つ
つ
、

自
分
の
都
合
や
思
い
で
本
当
に
必
要
な
こ
と

や
大
切
な
こ
と
も
切
り
捨
て
て
き
て
は
い
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

以
前
の
生
活
に
戻
り
つ
つ
あ
る
の
は
、
あ

り
が
た
い
こ
と
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
私
た

ち
が
切
り
捨
て
て
き
た
も
の
、
失
っ
て
し

ま
っ
た
も
の
を
改
め
て
見
つ
め
直
す
必
要
が

あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
の
規
制

が
緩
和
さ
れ
、
社
会
全
体
の
雰
囲
気
が
「
コ

ロ
ナ
以
前
」
の
生
活
に
戻
り
つ
つ
あ
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　

感
染
者
が
増
え
始
め
た
頃
、
蔓
延
防
止
の

た
め
、
し
き
り
に
「
不
要
不
急
」
と
い
う
言

葉
が
叫
ば
れ
ま
し
た
。「
不
要
不
急
」
と
は

「
ど
う
し
て
も
必
要
と
い
う
わ
け
で
も
な
く
、

急
い
で
す
る
必
要
も
な
い
こ
と
」
と
い
う
意

味
で
す
が
、
例
え
ば
「
不
要
不
急
の
行
動
は

控
え
ま
し
ょ
う
」
と
い
っ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
な

ど
の
も
と
、
私
た
ち
は
自
身
の
生
活
や
仕
事

な
ど
に
制
約
を
か
け
、
旅
行
や
娯
楽
な
ど
を

我
慢
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
一
方
で
「
不
要
不
急
」
の
言
葉
の

　
　
　
　　
　

不
急
の
事
を
諍あ

ら
そ

う�

願
興
寺
住
職
　
髙 

橋 

深 

恵

「
東
本
願
寺
（
真
宗
本
廟
）」【
木
版
画
】

作　

丸
山
松
夫
氏
（
大
積
三
丁
目
）

巻
頭
言
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去
る
三
月
五
日
、
二
年
ぶ
り
に

新
旧
世
話
方
会
議
が
開
催
さ
れ
、

新
旧
の
世
話
方
さ
ん
、
約
七
十
名

に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
長
に
は
田
村
公
男
氏
が
選
出
さ

れ
（
役
員
会
推
薦
）、
滞
り
な
く
、

議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

㈠
二
〇
二
二
年
事
業
報
告 

①
年
中
行
事
に
つ
い
て 

◀

年
頭
法
会
（
一
月
二
日
約
二
六
〇
名
）

◀

新
旧
世
話
方
会
議
（
書
面
決
議
）

◀

春
季
彼
岸
法
要
（
中
止
）

◀
お
取

越
報
恩
講
（
五
月
二
十
八
日
、
二
十
九

日 

約
八
〇
名
）

◀
願
興
寺
お
茶
会

（
六
月
二
十
六
日 

約
四
〇
名
）

◀

盆
参

（
七
月
二
十
七
日
、
八
月
一
日
、
七
日 

約

一
九
〇
名
）

◀

秋
季
彼
岸
・
永
代
供

養
墓
合
同
法
要
（
九
月
二
十
五
日 

約

六
〇
名
）

◀

永
代
経
法
要
（
十
一
月

十
三
日 

約
五
〇
名
）

◀

願
興
寺
秋
の
旅

行
（
十
一
月
二
十
四
～
二
十
五
日 

十
二
名
）

◀

除
夜
の
鐘
（
十
二
月
三
十
一
日 

約

五
〇
名
）

◀

お
経
会
（
隔
週
火
曜
日 

全

十
回
）

◀

初
め
て
の
ヨ
ガ
教
室（
毎
月
）�

◀

寿
恵
書
道
教
室
（
毎
週
月
曜
日
）

②�

本
堂
北
面
サ
ッ
シ
取
換
え
、
外

壁
修
復
工
事

　

老
朽
化
し
た
本
堂
北
側
の
サ
ッ

シ
の
取
り
換
え
と
外
壁
工
事
を

行
っ
た
。
業
者
は
藤
塚
工
務
店
。

費
用
に
つ
い
て
は
営
繕
管
理
費
よ

り
支
出
。（「
二
〇
二
二
年
通
常
費
」参
照
）

③
参
道
の
松
の
大
木
の
伐
採

　

山
門
前
の
参
道
に
昔
か
ら
あ
る

松
の
大
木
に
つ
い
て
、落
ち
葉
が
近

隣
住
宅
や
道
路
に
落
ち
て
し
ま
い
、

清
掃
や
管
理
が
難
し
く
、
ま
た
風

雪
な
ど
に
よ
る
倒
壊
の
心
配
も
あ

る
た
め
、惜
し
ま
れ
つ
つ
も
昨
年
末

に
伐
採
。
伐
採
の
費
用
は
二
〇
二

三
年
度
の
営
繕
管
理
費
よ
り
支
出
。

㈡
二
〇
二
二
年
決
算
報
告

P4
「
二
〇
二
二
年
通
常
費
決
算
」�

�

P6
「
二
〇
二
二
年
墓
地
管
理
部
決
算
」
参
照�

①
通
常
費
決
算
に
つ
い
て

【
歳
入
の
部
】
概
ね
予
算
通
り
。

【
歳
出
の
部
】

◦�

「
本
山
宗
派
費
」
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
な
ど
に
よ
り

や
や
減
額
。

◦�

「
世
話
方
会
議
費
」
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
書
面
決

議
と
な
っ
た
た
め
、
減
額
。

◦�

「
役
員
慶
弔
費
」は
元
願
興
寺
護

持
会
会
長
の
葬
儀
の
た
め
に
支

出
。

◦�

「
本
堂
外
壁
工
事
」
は
本
堂
北
面

の
サ
ッ
シ
の
取
り
換
え
と
外
壁

修
復
工
事
に
か
か
っ
た
費
用
。

◦�

「
営
繕
管
理
費
」
は
「
本
堂
外
壁

工
事
」
と
合
わ
せ
る
と
約
四
十

万
円
の
超
過
。

◦�

「
税
費
」
は
地
目
変
更
な
ど
の
影

響
で
固
定
資
産
税
が
減
額
。

◦�

「
積
立
金
」
は
昨
年
と
同
様
の
金

額
を
積
立
。（「
二
〇
二
二
年
度

積
立
金
」
参
照
）

＊�
当
初
、「
本
堂
外
壁
工
事
」
に
つ

い
て
、
不
足
分
を
通
常
費
の
積

立
金
か
ら
支
出
す
る
予
定
だ
っ

た
が
「
世
話
方
会
議
費
」
や
「
税

費
」
な
ど
が
減
額
だ
っ
た
た
め
、

総
計
で
予
算
内
に
収
め
る
こ
と

が
で
き
た
。

②
墓
地
管
理
費
決
算
に
つ
い
て

【
歳
入
の
部
】

◦�

「
雑
収
入
」
に
つ
い
て
、
昨
年
、

複
数
の
墓
地
工
事
が
あ
り
、
業

者
協
力
金
（
墓
建
立
な
ど
の
工

事
の
際
に
担
当
業
者
へ
お
願
い

し
て
い
る
墓
地
整
備
の
た
め
の

協
力
金
）
が
増
え
た
た
め
、増
額
。

【
歳
出
の
部
】

◦
「
積
立
金
」
は
四
十
万
円

㈢
二
〇
二
三
年
事
業
計
画

①�

歴
代
坊
守
年
忌
法
要
・
住
職
襲

職
奉
告
（
お
取
越
報
恩
講
と
兼
修
）

◦
五
月
二
十
七
日
㈯
、二
十
八
日
㈰

　

お
取
越
報
恩
講
の
際
に
「
歴
代

坊
守
年
忌
法
要
・
住
職
襲
職
奉
告
」

を
兼
修
す
る
。
二
日
間
の
日
程

で
参
詣
者
に
は
都
合
の
つ
く
日
に

お
参
り
い
た
だ
く
。
両
日
と
も
儀

式
の
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
に
勤
め
る
。

ま
た
お
斎
の
用
意
は
な
く
、
参
詣

者
に
は
持
ち
帰
り
用
の
お
弁
当
と

お
華
束
（
引
菓
子
）
を
用
意
す
る
。

住
職
襲
職
奉
告
の
記
念
品
は
挨
拶

状
と
と
も
に
法
要
後
に
全
門
信
徒

新
旧
新
旧

世
話
方
会
議

世
話
方
会
議

概
要
報
告

概
要
報
告

（2）



に
配
る
予
定
。

②�
願
興
寺
開
基
六
百
年
・
親
鸞
聖

人
七
五
〇
回
御
遠
忌
法
要
の
実

施
計
画

　

昨
年
よ
り
検
討
を
進
め
て
い
る

「
願
興
寺
開
基
六
〇
〇
年
・
親
鸞

聖
人
七
五
〇
回
御
遠
忌
法
要
」
に

つ
い
て
の
計
画
を
作
成
し
、
準
備

を
進
め
て
い
く
。

P10
「�

願
興
寺
開
基
六
〇
〇
年
・
親
鸞
聖
人
七

五
〇
回
御
遠
忌
法
要
概
要
」
参
照

③
墓
地
管
理
規
則
の
改
訂

　

墓
地
管
理
規
則
の
改
訂
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
役
員
会
で
の
議

論
を
重
ね
、
か
つ
法
律
の
専
門
家

か
ら
も
意
見
を
お
聞
き
し
、
改
訂

案
が
作
成
さ
れ
、
二
月
の
役
員
会
、

三
月
の
新
旧
世
話
方
会
議
に
て
ご

承
認
い
た
だ
い
た
。（
P8
「
墓
地
管
理

規
則
」
参
照
）

　

改
訂
で
は
「
信
徒
」
に
つ
い
て

の
条
項
が
明
記
さ
れ
た
の
で
、
年

内
に
信
徒
へ
の
説
明
会
を
予
定
。

④
年
中
行
事
に
つ
い
て

◀
春
季
彼
岸
法
要
・
帰
敬
式
（
三
月

十
九
日
㊐
）

◀

お
取
越
報
恩
講
（
五

月
二
十
七
日
㊏
、
二
十
八
日
㊐
）
◎
坊

守
年
忌
法
要
、
住
職
襲
職
奉
告
を
兼
ね

る
。

◀

願
興
寺
お
茶
会
（
六
月
十
八
日

㊐
）

◀

東
京
盆
参
り
（
七
月
中
旬
頃
）�

◀

盆
参
（
七
月
二
十
七
日
㊍
）�

◀

盆
参

（
八
月
一
日
㊋
）�

◀

盆
参
（
八
月
七
日
㊊
）�

◀

盂
蘭
盆
会
（
八
月
十
三
日
㊐
～
十
六

日
㊌
）

◀

秋
季
彼
岸
・
永
代
供
養

墓
合
同
法
要
（
九
月
二
十
四
日
㊐
）�

◀

永
代
経
法
要
（
十
一
月
十
二
日
㊐
）

◀

願
興
寺
秋
の
旅
行
（
十
一
月
下
旬
）�

◀

除
夜
の
鐘
（
十
二
月
三
十
一
日
㊐
）

◀

お
経
会
（
七
月
十
一
日
か
ら
隔
週
火

曜
日
の
予
定
（
全
十
回
））

◀

初
め
て

の
ヨ
ガ
教
室
（
月
一
回
の
予
定
）

◀

寿

恵
書
道
教
室
（
毎
週
月
曜
日
）

◀

清

掃
奉
仕
（
毎
月
十
六
日
に
実
施
）

㈣
二
〇
二
三
年
予
算

P5
「
二
〇
二
三
年
度
通
常
費
予
算
」�

�

P7
「
二
〇
二
三
年
墓
地
管
理
部
予
算
」
参
照�

◦�

通
常
費
、
墓
地
管
理
費
は
、
前

年
度
を
踏
襲
し
て
予
算
が
組
み

立
て
ら
れ
た
。

二
〇
二
三
年
度  

願
興
寺
世
話
方

丸
山
篤
夫
（
大
積
田
代
町
）

丸
山
富
美
好
（
大
積
千
本
町
）

相
澤
シ
ズ
エ
（
大
積
千
本
町
）

丸
山
貞
子
（
大
積
高
鳥
町
）

丸
山
孝
夫
（
大
積
町
三
）

太
田
一
郎
（
大
積
町
一
）

丸
山
晴
雄
（
大
積
町
一
）

原

清
（
宮
本
東
方
）

布
川　

潔
（
宮
本
町
三
）

丸
山
幹
夫
（
刈
羽
村
油
田
）

佐
藤
松
夫
（
関
原
町
一
）

佐
藤
則
芳
（
関
原
町
一
）

高
木
昌
喜
（
関
原
町
一
）

寺
塚　

圭
（
関
原
町
一
）

寺
塚
誠
一
郎
（
関
原
町
一
）

小
田
島
剛
（
関
原
町
一
）

佐
藤　

清
（
関
原
町
南
）

原
　

均
（
関
原
町
南
）

近
藤
和
美
（
関
原
町
南
）

遠
藤
春
久
（
関
原
町
一
）

山
田　

敏
（
関
原
町
一
）

小
山
達
男
（
関
原
町
一
）

荒
木　

昇
（
関
原
町
二
）

佐
藤
隆
司
（
関
原
町
二
）

姉
崎
繁
夫
（
関
原
町
三
）

立
川
柾
栄
（
関
原
町
三
）

高
木
栄
八
郎
（
高
頭
町
）

相
田
一
郎
（
雲
出
町
）

太
刀
川
雄
一
（
上
除
町
）

太
刀
川
一
行
（
上
除
町
）

太
刀
川
久
訓
（
上
除
町
）

平
澤
文
博
（
七
日
町
）

長
谷
川
富
一
（

堺

町

）

長
谷
川
隆
志
（

堺

町

）

田
村
隆
夫
（
才
津
西
町
）

田
村
公
男
（
深
沢
町
）

丸
山　

昇
（
三
ツ
郷
屋
町
）

吉
田
克
昭
（

緑

町

）

丸
山
利
博
（

大

山

）

郷　

清
一
（
希
望
が
丘
）

関
谷　

勇
（
大
島
新
町
）

暁　

輝
雄
（
大
島
新
町
）

高
野
孝
也
（
雁
島
町
）

丸
山
栄
策
（
沢
下
條
）

関
谷
裕
一
（
来
迎
寺
）

大
塚
憲
昭
（
来
迎
寺
）

佐
藤
美
知
男
（
越
路
中
沢
）

関
谷
修
一
（

岩

田

）

長
谷
川
省
悟
（
西
山
町
別
山
）

（3）



2022年度 願興寺通常費決算書2022年度 願興寺通常費決算書
（2022年1月1日～2022年12月31日）

歳入の部� （単位は円）
項　　目 2022年予算 2022年決算 増　減 摘　要

繰 越 金 244,596 244,596 0
ご 依 頼 金 収 入 6,930,000 6,930,000 0
雑 収 入 45,000 48,217 3,217 預金利子、配当金

信徒通信費補助 45,000 45,000 0 墓地管理部会計より拠出

合　　計 7,264,596 7,267,813 3,217

歳出の部
項　　目 2022年予算 2022年決算 増　減 摘　要

教 団 費
本山・宗派費 1,900,000 1,757,230 －� 142,770
教 区 費 370,000 378,680 8,680

小　計 2,270,000 2,135,910 －� 134,090
役員・世話方費
世 話 方 会 議 150,000 64,846 －� 85,154 年1回

役 員 会 議 200,000 191,250 －� 8,750 年4回

役 員 手 当 300,000 300,000 0
慶 弔 交 際 費 50,000 19,800 －� 30,200

小　計 700,000 575,896 －� 124,104
教 化 広 報 費
教 化 広 報 費 600,000 578,672 －� 21,328 願興寺だより、カレンダー等

小　計 600,000 578,672 －� 21,328
営 繕 管 理 費
営 繕 管 理 費 1,100,000 699,438 －� 400,562 冬囲い、除雪、セコム、ダスキン、HP

管理料、他

本堂外壁工事 0 820,000 820,000 本堂サッシ工事、外壁修復、内部クロ
ス張替等

小　計 1,100,000 1,519,438 419,438
税 費
固 定 資 産 税 300,000 225,700 －� 74,300

小　計 300,000 225,700 －� 74,300
通 信 事 務 費
通 信 費 450,000 443,562 －� 6,438 法要案内、出欠ハガキ代等

事 務 費 370,000 387,927 17,927 コピー、事務用品

小　計 820,000 831,489 11,489
保 険 費
火 災 保 険 370,000 363,710 －� 6,290 本山共済、JA共済など� 3億5000万円

小　計 370,000 363,710 －� 6,290
積 立 金 1,000,000 1,000,000 0 事業、整備等の積立　７年目（※１）

予 備 費 104,596 0 －� 104,596
小　計 1,104,596 1,000,000 －� 104,596

合　　計 7,264,596 7,230,815 －� 33,781

◎会計監査　上記の通り相違ないことを認めます。
　実施日 2023年２月12日� 監査委員　丸�山�將�孝
� 小�山�安�栄

2022年度総収入 7,267,813
2022年度総支出 7,230,815
次年度繰越金 36,998
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2023年度 願興寺通常費予算書2023年度 願興寺通常費予算書
（2023年1月1日～2023年12月31日）

歳入の部� （単位は円）
項　　目 2022年決算 2023年予算 増　減 摘　要

繰 越 金 244,596 36,998 －� 207,598
ご 依 頼 金 収 入 6,930,000 6,930,000 0
雑 収 入 48,217 45,000 －� 3,217 預金利子、配当金

信徒通信費補助 45,000 45,000 0 墓地管理部会計より拠出

合　　計 7,267,813 7,056,998 －� 210,815

歳出の部
項　　目 2022年決算 2023年予算 増　減 摘　要

教 団 費
本山・宗派費 1,757,230 1,900,000 142,770
教 区 費 378,680 370,000 －� 8,680

小　計 2,135,910 2,270,000 134,090
役員・世話方費
世 話 方 会 議 64,846 150,000 85,154
役 員 会 議 191,250 200,000 8,750
役 員 手 当 300,000 300,000 0
慶 弔 交 際 費 19,800 40,000 20,200

小　計 575,896 690,000 114,104
教 化 広 報 費
教 化 広 報 費 578,672 600,000 21,328 願興寺だより、カレンダー等

小　計 578,672 600,000 21,328
営 繕 管 理 費
営 繕 管 理 費 699,438 1,000,000 300,562 冬囲い、除雪、セコム、ダスキン、HP

管理料、他
本堂外壁工事 820,000 0 －� 820,000

小　計 1,519,438 1,000,000 －� 519,438
税 費
固 定 資 産 税 225,700 200,000 －� 25,700

小　計 225,700 200,000 －� 25,700
通 信 事 務 費
通 信 費 443,562 450,000 6,438 法要案内、出欠ハガキ代等

事 務 費 387,927 370,000 －� 17,927 コピー、事務用品

小　計 831,489 820,000 －� 11,489
保 険 費
火 災 保 険 363,710 370,000 6,290 本山共済、JA共済など� 3億5000万円

小　計 363,710 370,000 6,290
積 立 金 1,000,000 1,000,000 0 事業、整備等の積立　８年目

予 備 費 0 106,998 106,998
小　計 1,000,000 1,106,998 106,998

合　　計 7,230,815 7,056,998 －� 173,817
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2022年度 願興寺墓地管理部決算書
（2022年1月1日～2022年12月31日）

歳入の部� （単位は円）

項　　目 2022年予算 2022年決算 増　減 摘　要

繰 越 金 38,655 38,655 0
ご依頼金（門徒） 864,000 864,000 0
ご依頼金（信徒） 249,000 249,000 0
雑 収 入 110,000 280,008 170,008 預金利息、業者協力金（広川仏壇、福宝）

合　　計 1,261,655 1,431,663 170,008

歳出の部
項　　目 2022年予算 2022年決算 増　減 摘　要

人 件 費 450,000 422,940 －� 27,060 掃除お礼、シルバー人材センター

運 営 費 300,000 249,994 －� 50,006 除草剤、清掃用具、広告費等

法 要 費 200,000 190,000 －� 10,000 盂蘭盆会、秋季彼岸、永代経法要

信徒通信費補助 45,000 45,000 0 通常費へ拠出

予 備 費 16,655 0 －� 16,655
積 立 金 250,000 400,000 150,000 管理・整備等の積立（※２）

合　　計 1,261,655 1,307,934 46,279

2022年度積立金2022年度積立金
❶ 護持会通常費 積立（※１）� （単位は円）

項　　目 金　　額 摘　　要

前年度積立金総額 3,003,011 2021年までの積立

預 金 利 子 26

2022年 積 立 金 1,000,000

合　　計 4,003,037 2022年度積立金総額

❷ 墓地管理部 積立（※２）�
項　　目 金　　額 摘　要

前年度積立金総額 3,852,921 2021年までの積立

預 金 利 子 208

2022年 積 立 金 400,000

合　　計 4,253,129 2022年度積立金総額

2022年度総収入 1,431,663
2022年度総支出 1,307,934
次年度繰越金 123,729

◎会計監査　上記の通り相違ないことを認めます。
　実施日 2023年２月12日� 監査委員　丸�山�將�孝
� 小�山�安�栄
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2023年度 願興寺墓地管理部予算書2023年度 願興寺墓地管理部予算書
（2023年1月1日～2023年12月31日）

歳入の部� （単位は円）

項　　目 2022年決算 2023年予算 増　減 摘　要

繰 越 金 38,655 123,729 85,074
ご依頼金（門徒） 864,000 864,000 0
ご依頼金（信徒） 249,000 249,000 0
雑 収 入 280,008 110,000 －� 170,008 預金利息、業者協力金

合　　計 1,431,663 1,346,729 －� 84,934

歳出の部
項　　目 2022年決算 2023年予算 増　減 摘　要

人 件 費 422,940 450,000 27,060 掃除お礼、シルバー人材センター

運 営 費 249,994 300,000 50,006 除草剤、清掃用具、広告費等

法 要 費 190,000 200,000 10,000 盂蘭盆会、秋季彼岸など

信徒通信費補助 45,000 45,000 0 通常費へ拠出

予 備 費 0 51,729 51,729
積 立 金 400,000 300,000 －� 100,000 管理・整備等の積立

合　　計 1,307,934 1,346,729 38,795

今年度の御門徒ご依頼金は下記の通りです。
よろしくお願い申し上げます。

  護持会費（年間） 14,000円 ＋ 墓地管理費（年間） 2,000円 ＝ 合計 16,000円　

●世話方扱い（各地区の世話人が集金の上、納入）
通常費 墓地管理費 合　計 納入日

6,000 6,000 前期 ５月27日
8,000 ＊2,000 10,000 後期 ８月13日

●個人扱い（郵便振替またはお寺で納入）
通常費 墓地管理費 合　計 納入日

6,000 6,000 前期 ５月27日
8,000 ＊2,000 10,000 後期 ８月13日

●信徒（郵便振替またはお寺で納入）
通常費 墓地管理費 合　計 納入日

＊3,000 3,000 　　 ８月13日
＊願興寺に墓地をお持ちの方のみです。

（7）



願
興
寺�

�
 

墓
地
管
理
規
則��

�

（
改
訂
版
）

第
１
条
（
目
的
）

　

�　

本
規
則
は
、
宗
教
法
人
真
宗
大
谷
派　

願
興
寺

（
以
下
「
当
寺
院
」
と
い
う
。）
の
墓
地
と
し
て
の
伝
統

を
踏
ま
え
、
墓
地
管
理
に
つ
い
て
明
確
な
基
準
を

定
め
、当
寺
院
の
墓
地
（
以
下
、単
に
「
墓
地
」
と
い
う
。）

の
整
備
・
管
理
の
円
滑
化
を
目
的
と
す
る
。

第
２
条�

（
墓
地
管
理
者
、
墓
地
管
理
部
及
び
墓

地
管
理
部
長
）

　

１�　

墓
地
の
管
理
者
（
以
下
「
管
理
者
」
と
い
う
。）
は
、

当
寺
院
の
住
職
で
あ
る
代
表
役
員
と
す
る
。

　

２�　

管
理
者
は
、
願
興
寺
護
持
会
に
属
す
る
墓
地

管
理
部
を
組
織
し
、
墓
地
管
理
部
に
属
す
る
門

信
徒
（
た
だ
し
、
本
規
則
第
３
条
第
２
号
①
の
門
徒
に

限
る
。）
の
中
か
ら
１
名
を�

墓
地
管
理
部
部
長�

と
し
て
墓
地
の
整
備
及
び
管
理
事
務
の
一
部
を

委
嘱
す
る
。
墓
地
管
理
部
部
長
の
任
期
は
３
年

と
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

　

３�　

管
理
部
長
は
、
法
令
、
本
規
則
及
び
同
施
行

細
則
に
従
い
、
適
正
か
つ
公
平
に
前
項
の
事
務

を
行
う
よ
う
に
務
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
３
条
（
墓
地
の
使
用
許
可
及
び
使
用
者
）

　

１�　

墓
地
を
使
用
す
る
者
は
、
本
規
則
及
び
同
施

行
細
則
に
基
づ
き
、
当
寺
院
の
許
可
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

２�　

墓
地
の
使
用
者
は
、
次
に
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
者
と
す
る
（
以
下
「
墓
地
使
用
者
」
と

い
う
。）。

　
　

①�　

当
寺
院
を
手
次
寺
（
菩
提
寺
）
と
す
る
者
（
以

下
「
門
徒
」
と
い
う
。）

　
　

②�　

寺
院
の
門
徒
と
な
る
こ
と
を
約
束
し
た
者

（
以
下
「
新
門
徒
」
と
い
う
。）

　
　

③�　

当
寺
院
の
門
徒
で
は
な
い
が
、
以
前
よ
り

当
寺
院
に
墓
地
を
所
有
す
る
者
（
以
下
「
信
徒
」

と
い
う
。）

第
４
条
（
墓
地
使
用
者
の
義
務
）

　

�　

墓
地
使
用
者
は
、
次
の
各
号
を
守
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

①�　

門
徒
及
び
新
門
徒
は
、浄
土
真
宗
の
教
旨
を

信
奉
し
、そ
の
つ
と
め
を
果
た
す
と
と
も
に
、祭

祀
承
継
人
及
び
家
族
関
係
者
を
指
導
す
る
こ
と
。

　

②�　

門
徒
及
び
新
門
徒
は
、
葬
儀
、
法
名
授
与
、

納
骨
、
年
忌
法
要
等
を
行
う
に
当
た
っ
て
当
寺

院
関
与
の
も
と
に
当
寺
院
所
定
の
儀
式
に
従
っ

て
行
う
こ
と
。

　

③�　

信
徒
は
、
当
寺
院
の
教
化
活
動
の
理
解
と
協

力
を
す
る
と
と
も
に
、
墓
地
の
所
在
、
本
規
則

及
び
同
施
行
細
則
に
基
づ
く
管
理
等
に
つ
い
て

祭
祀
承
継
人
及
び
家
族
関
係
者
に
周
知
を
は
か

る
こ
と
。

　

④�　

信
徒
は
、
葬
儀
に
際
し
て
、
各
々
の
菩
提
寺

（
手
次
寺
）
と
は
別
に
、
当
寺
院
の
参
勤
を
要
請

す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
特
別
な
事
由
が
あ
る
と

し
て
当
寺
院
の
承
認
を
得
た
場
合
に
は
こ
の
限

り
で
は
な
い
。

　

⑤�　

信
徒
は
、
納
骨
に
際
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
日

程
等
を
当
寺
院
に
連
絡
し
、
当
寺
院
立
ち
合
い

の
も
と
行
う
こ
と
。
た
だ
し
、
特
別
な
事
由
が

あ
る
と
し
て
当
寺
院
の
承
認
を
得
た
場
合
に
は

こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　

⑥�　

墓
地
使
用
者
は
、
墓
碑
建
立
又
は
修
繕
を
行

う
場
合
に
お
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
管
理
者
に
届

け
出
を
し
、
そ
の
指
示
に
従
う
こ
と
。
た
だ
し
、

使
用
範
囲
は
願
興
寺
墓
地
使
用
申
込
書
の
心
得

に
記
載
し
た
１
区
画
を
基
準
と
す
る
。

　

⑦�　

墓
地
使
用
者
は
、
墓
碑
の
建
立
又
は
修
繕
に

要
す
る
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
。

　

⑧�　

墓
地
使
用
者
は
、
墓
碑
そ
の
他
の
地
上
物
を

良
好
な
状
態
に
保
ち
、
危
険
、
不
体
裁
を
避
け

る
こ
と
。

　

⑨�　

墓
地
使
用
者
は
、
納
骨
に
当
た
り
、
管
理
者

に
対
し
て
埋
葬
許
可
証
を
提
示
す
る
こ
と
。

　

⑩�　

墓
地
使
用
者
は
、
管
理
者
の
許
可
な
く
し
て

第
三
者
に
墓
地
を
使
用
（
納
骨
等
）
さ
せ
な
い

こ
と
。

　

⑪�　

墓
地
使
用
者
は
、
住
所
を
変
更
し
た
場
合

（8）



又
は
本
規
則
第
７
条
の
墓
地
使
用
権
の
承
継
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
管
理

者
に
届
け
出
る
こ
と
。

　

⑫�　

墓
地
使
用
者
は
、
当
寺
院
が
必
要
に
応
じ
て
、

墓
地
の
区
画
の
整
理
又
は
変
更
を
行
う
場
合
に
、

墓
碑
そ
の
他
地
上
物
及
び
遺
骨
の
移
転
に
応
じ

る
こ
と
。

第
５
条
（
墓
地
内
工
事
）

　

�　

墓
地
使
用
者
は
、
墓
碑
そ
の
他
の
工
作
物
の
建

造
、
改
修
、
移
転
、
撤
去
な
ど
に
よ
り
現
状
を
著

し
く
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
（
樹
木
の
伐
採
等
を

含
む
。）、
あ
ら
か
じ
め
管
理
者
の
許
可
を
得
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
６
条
（
資
格
喪
失
）

　

１�　

墓
地
使
用
者
は
、
次
の
各
号
の
一
つ
に
該
当

し
た
場
合
に
は
そ
の
資
格
を
失
う
。

　
　

①�　

墓
地
使
用
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
、
墓
地

使
用
権
の
継
承
者
が
い
な
い
と
き
。

　
　

②�　

無
断
で
第
三
者
に
墓
地
を
使
用
さ
せ
、
又

は
墓
地
使
用
権
を
譲
渡
し
た
と
き
。

　
　

�

③�　

本
規
則
及
び
同
施
行
細
則
に
違
反
し
又
は

管
理
者
の
指
示
に
従
わ
ず
、墓
地
使
用
者
と

し
て
あ
る
ま
じ
き
行
為
に
よ
り
、当
寺
院
と
の

信
頼
関
係
を
破
壊
す
る
行
為
が
あ
っ
た
と
き
。

　

２�　

管
理
者
は
、
墓
地
使
用
者
が
次
の
各
号
の
一

つ
に
該
当
し
た
場
合
に
は
そ
の
資
格
を
喪
失
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

①�　

当
寺
院
の
関
与
な
し
に
境
内
地
又
は
墓
地

に
お
い
て
儀
式
を
行
っ
た
と
き
。

　
　

②�　

浄
土
真
宗
の
教
旨
に
反
す
る
行
為
が
あ
っ

た
と
き
。

第
７
条
（
墓
地
使
用
権
の
継
承
）

　

�　

墓
地
使
用
権
は
、
相
続
開
始
に
よ
り
民
法
８
９

７
条
の
規
定
に
基
づ
き
祭
祀
に
関
す
る
権
利
を

承
継
し
た
場
合
の
ほ
か
に
は
、
墓
地
使
用
権
を
他

に
移
転
、
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、

や
む
を
得
な
い
特
別
の
事
由
が
あ
る
場
合
に
お

い
て
は
、
親
族
又
は
そ
の
関
係
者
は
管
理
者
の

許
可
を
得
て
墓
地
使
用
権
を
継
承
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

第
８
条
（
資
格
喪
失
の
場
合
の
措
置
）

　

１�　

管
理
者
は
、
墓
地
使
用
者
が
資
格
を
失
っ
た

場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
を
相
手
方
（
資
格
喪
失
者

又
は
そ
の
相
続
人
）
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
墓

碑
そ
の
他
の
地
上
物
の
撤
去
を
要
請
す
る
。

　

２�　

前
項
の
通
知
後
相
当
期
間
を
経
過
し
て
も

相
手
方
が
前
項
の
要
請
に
応
じ
た
撤
去
を
し
な

い
場
合
、
管
理
者
は
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る

法
律
（
以
下
「
墓
地
法
」
と
い
う
。）
に
基
づ
き
遺

骨
を
永
代
供
養
墓
に
合
葬
す
る
。
な
お
、
墓
地

の
撤
去
、
合
葬
等
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、

相
手
方
の
負
担
と
し
、
相
手
方
に
対
し
て
請
求

す
る
。

第
９
条
（
墓
地
の
使
用
料
・
管
理
費
）

　

１�　

新
規
の
墓
地
使
用
者
は
、
墓
地
永
代
使
用
料

を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

２�　

既
存
の
墓
地
使
用
者
で
新
た
に
墓
域
を
拡
張

し
た
者
は
、
そ
の
拡
張
分
に
対
し
て
新
た
に
墓

地
永
代
使
用
料
及
び
管
理
費
を
納
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

３�　

墓
地
使
用
者
は
、
年
次
の
管
理
費
を
納
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

４�　

既
納
の
墓
地
永
代
使
用
料
及
び
管
理
費
は
、

理
由
の
如
何
に
問
わ
ず
、
一
切
こ
れ
を
返
還
し

な
い
。

　

５�　

墓
地
永
代
使
用
料
及
び
管
理
費
の
金
額
は
、

本
規
則
施
行
細
則
に
お
い
て
定
め
る
。

第
１０
条
（
本
規
則
施
行
細
則
）

　

�　

責
任
役
員
は
、
あ
ら
か
じ
め
総
代
会
の
同
意
を

得
て
、
墓
地
使
用
の
許
可
手
続
そ
の
他
本
規
則
の

施
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
本
規
則

施
行
細
則
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
１１
条
（
改
廃
）

　

�　

本
規
則
の
改
廃
は
、
あ
ら
か
じ
め
総
代
会
の
同

意
を
得
て
、
責
任
役
員
に
お
い
て
決
定
す
る
。

附
則

　

平
成
２０
年
６
月
２３
日
施
行

　

令
和
５
年
３
月
５
日
改
正

（9）



これまでの願興寺を振り返り、 
これからの願興寺を創造していく出発点とする 
～世代を超えて親しまれる、地域に開かれた寺を目指して～

日程 � 2024年5月26日日
９：00　�受付開始
１0：00　�稚児行列・参道列（庭儀）
１0：３0　�願興寺開基600年・� �

親鸞聖人750回御遠忌法要

１２：00　�法要終了・昼食
１４：00　�「願興寺開基600年・� �

 親鸞聖人750回御遠忌」記念イベント
１6：00　�終了

願興寺開基600年・
親鸞聖人750回御遠忌法要

法要について
▶�100年に一度の法要に相応しく、40名以上の僧
侶による盛大な法要をお勤めする。
▶�法要後の祝賀会は行わないが、参詣者へお弁当
を用意。御仏前（参加費）は一人5,000円

稚児の募集について

▶�法要を彩る稚児を募集する。対象年齢は幼児か
ら中学生くらい。
▶�稚児行列は関原町公民館から願興寺までの公道
を練り歩く予定。
▶�年内にはチラシやポスター等を作成して、案内
をしていく。

記念イベントについて

▶�法要後にコンサートなどの記念イベントを開催
する。時間は14時～16時。
▶�また願興寺や法要のことを幅広い世代の人たち
に知ってもらうために　法要当日の午前中より
マルシェ（見本市）を境内にて開催予定。

実行委員会の設立

▶�役員を中心に実行委員会を設立する。実行委員
長は長谷川弘二氏（護持会会長）
▶�実行委員会では「法要部会」「催事部会」「事務
経理部会」を設けて、それぞれの役割に応じた
素案を検討していく。各部会から上がってきた
素案は役員会にて再度検討して決定していく。
また地元を中心にスタッフをお願いしていく。

予算について

▶�通常費、墓地管理費の積立金の一部と法人会計
から支出。法要についての全門信徒への御依頼
は行わない。

その他

▶�送迎バスの運行はしない。徒歩もしくは自家用
車でお越しいただく。関原小学校を臨時駐車場
として利用。
▶�法要の記念品については後日、報告と共に全門
信徒へ配布。

テーマ

概
要

稚児行列【山門落慶法要 平成2年（1990年）】
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去
る
三
月
十
九
日
に
春
季
彼
岸

法
要
が
お
勤
め
さ
れ
、
約
四
十
名

の
方
か
ら
お
参
り
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

法
話
は
柏
崎
市
の
浄
敬
寺
の
准

坊
守
で
あ
る
永
寶
晴
香
さ
ん
。
う

ち
の
住
職
の
大
学
の
同
級
生
で
あ

り
、
私
の
お
勤
め
（
お
経
）
の
先

生
で
も
あ
り
ま
す
。
私
の
た
っ
て

の
希
望
で
永
寶
先
生
に
お
越
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
雑
多
な
生
活
の
中
で
仏
法
を
聞

い
て
い
く
」
と
い
う
こ
と
に
触
れ

ら
れ
、お
寺
の
准
坊
守
で
あ
り
、娘

で
あ
り
、妻
で
あ
り
、男
の
子
三
人

の
母
で
あ
る
と
い
う
永
寶
先
生
ご

自
身
の
状
況
を
通
し
な
が
ら
、
仏

教
の
教
え
を
聞
い
て
い
く
ご
縁
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

願
興
寺
で
は
珍
し
く
女
性
の
お

坊
さ
ん
の
お
話
で
し
た
の
で
、
参

詣
者
に
と
っ
て
は
新
鮮
で
あ
り
、

永
寶
先
生
の
丁
寧
な
話
し
方
は
と

て
も
聞
き
や
す
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
併
せ
て
帰
敬
式
も
行
わ
れ
、

五
名
の
方
が
住
職
よ
り
お
剃
刀
を
あ

て
ら
れ
、法
名
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
〇
二
三
年
帰
敬
式
受
式
者

・
佐 

藤 

金 

弥  

様
（
来
迎
寺
）

 

法
名
　
釈
信
道
　

・
佐 

藤 

和 

代  

様
（
来
迎
寺
）

 

法
名
　
釈
尼
蓮
生

・
小 

山 

安 

栄  

様
（
関
原
町
一
）

 

法
名
　
釋
願
生
　

・
丸 

山 

　 

昇  

様
（
三
郷
屋
）

 

法
名
　
釋
昇
智
　

・
長
谷
川
チ
ヨ
ノ 

様
（
堺
町
）

 

法
名
　
釋
尼
慧
光

 

以
上
五
名

　

春
季
彼
岸
に
帰
敬
式
を
行
う
こ

と
が
恒
例
と
な
り
ま
し
た
が
、
ご

希
望
が
あ
れ
ば
他
の
行
事
で
も
受

式
で
き
ま
す
の
で
是
非
お
声
掛
け

く
だ
さ
い
。�

（
報
告　

髙
橋
智
美
）

春
季
彼
岸
法
要
・
帰
敬
式

二
〇
二
三
年
三
月
十
九
日
日

永
なが

寶
とみ

晴
はる

香
か

師
（浄敬寺准坊守）
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恒
例
の
お
取
越
報
恩
講
が
下
記
の
日

程
に
て
お
勤
め
さ
れ
ま
す
。
近
隣
の
お

寺
さ
ん
方
が
集
ま
り
、
大
人
数
で
勤
め

ら
れ
る
厳
か
で
迫
力
の
あ
る
法
要
は
必

見
で
す
。

　

こ
の
度
は
、願
興
寺
歴
代
の
坊
守
の
年

忌
法
要
も
兼
修
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
延
期
さ
れ
て
い
た
住
職
襲
職
奉
告
も

行
い
ま
す
。

お
取
越
報
恩
講


日
程

　
五
月
二
十
七
日
土

　
午
後
一
時�

受
付　
　
　
　

　
　
　
二
時�

お
取
越
報
恩
講

�

坊
守
年
忌
法
要

�

住
職
襲
職
奉
告

　
　
　
三
時�

法
話　
　
　
　

　
　
　
四
時�

終
了　
　
　
　

　
五
月
二
十
八
日
日

　
午
前
九
時�

受
付　
　
　
　

　
　
　
十
時�

法
話　
　
　
　

　
　
　
十
一
時�

お
取
越
報
恩
講

�

坊
守
年
忌
法
要

�

住
職
襲
職
奉
告

　
　
　
十
二
時�

終
了　
　
　
　


歴
代
坊
守
年
忌

　
髙�

橋�

光�

子　
二
十
七
回
忌

（
法
名�

光
麗
院
釈
尼
妙
忍
）

　
　
一
九
九
八
年
五
月
命
終

　
髙�

橋�

和�

子　
十
三
回
忌

（
法
名　
常
樂
院
釈
尼
真
明
）

二
〇
一
一
年
二
月
命
終

　
髙�

橋�

久�

子　
十
三
回
忌

（
法
名　
信
願
院
釈
尼
宗
久
）

�

二
〇
一
三
年
二
月
命
終


御
仏
前
（
参
加
費
）

　
五
、〇
〇
〇
円


法
話
講
師

中
なか

山
やま

善
よし

雄
お

 師

一
九
七
六
年
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
理

工
学
部
卒
業
後
、
一
般
企
業
勤
務
、
大

谷
専
修
学
院
指
導
補
を
経
て
、
真
宗
大

谷
派
教
学
研
究
所
研
究
員
。
二
〇
二
三

年
三
月
末
に
同
所
を
退
職
し
、
現
在
、

三
条
教
区
浄
敬
寺
在
住
。

　
二
日
間
の
日
程
で
勤
ま
り
ま

す
が
、
法
要
の
内
容
は
同
じ
で

す
の
で
、
ご
都
合
の
い
い
日
に

お
参
り
下
さ
い
。

　
尚
、
祝
賀
会
や
お
斎
の
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
お
帰
り
の

際
に
お
持
ち
帰
り
で
き
る
お
弁

当
を
ご
用
意
い
た
し
ま
す

　
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ご
焼

香
、
お
参
り
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

二�

〇
二
三
年�

五
月�

二
十
七
日
土

二
十
八
日
日

・
歴
代
坊
守
年
忌
法
要

・
住
職
襲
職
奉
告

ご案内
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恒
例
の
願
興
寺
お
茶
会
が
今
年

も
下
記
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

新
緑
が
青
々
と
茂
る
中
、
心
地
よ

い
日
差
し
を
浴
び
な
が
ら
穏
や
か

な
時
間
を
お
過
ご
し
い
た
だ
け
る

場
で
す
。

　

日
常
の
喧
騒
を
忘
れ
さ
せ
て
く

れ
る
庫
裏
に
て
、
新
緑
の
庭
を
眺

め
な
が
ら
、
美
味
し
い
お
菓
子
と

お
抹
茶
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。
皆

様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　

尚
、
ど
な
た
様
で
も
ご
参
加
い
た

だ
け
る
よ
う
に
座
り
席
の
他
に
も
椅

子
席
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
正

座
の
出
来
な
い
方
や
小
さ
な
お
子
様

連
れ
の
方
で
も
ご
安
心
下
さ
い
。

＊�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
防
止
の
た
め
、
日
程

を
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
日
　
時

　
六
月
十
八
日
日

　
九
時
四
十
五
分
よ
り
受
付

�

受
付
順
に
一
席
目
か
ら
の
ご
案
内
と
な
り

ま
す
。

　
参
加
費

　
五
〇
〇
円

�

当
日
受
付
時
に
お
支
払
い
下
さ
い
。

　
申
込
み

　
六
月
五
日
ま
で
に
お
寺
ま
で
お
電
話

に
て
お
申
込
み
下
さ
い
。

　

願
興
寺
を
会
場
に
書
道
教
室

を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

本
格
的
に
書
道
を
習
い
た
い

方
は
勿
論
、
祝
儀
袋
な
ど
の
表

書
き
を
上
手
に
書
け
る
よ
う
に

な
り
た
い
方
や
新
し
い
こ
と
を

始
め
た
い
と
お
考
え
の
方
な
ど
、

遠
慮
な
く
ご
参
加
下
さ
い
。
初

め
て
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

雨
虹
会

寿
恵
書
道
教
室

ご
案
内

日
時 �

毎
週
月
曜
日�

�

午
後
二
時
半
～�

�
�

午
後
三
時
半

　
　
　 

　�都
合
に
よ
り
日
程
を
変
更
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
参
加

さ
れ
る
方
は
ご
確
認
下
さ
い
。

会
費 �

一
、〇
〇
〇
円
（
一
回
）

　
　
　  �

定
期
的
に
習
い
た
い
方
は�

�

ご
相
談
下
さ
い
。

講
師 �

根
岸
寿
恵�

先
生

�
　
　
　 

（
全
日
本
書
芸
文
化
院
　�

�

雨
虹
会
理
事
）

会
場 �
願
興
寺
庫
裏

　
願
興
寺
で
は
毎
月
一
回
ヨ
ガ

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
初

め
て
参
加
の
方
も
、
そ
う
で
な

い
方
も
皆
さ
ん
が
一
緒
に
で
き

る
範
囲
で
楽
し
め
る
教
室
で
す
。

　
時
節
柄
、
様
々
な
こ
と
を
抑

え
て
き
ま
し
た
が
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
お
寺
で
ヨ
ガ
を
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

今
後
の
予
定

五
月
十
七
日
㈬

六
月
十
三
日
㈫

七
月
二
十
五
日
㈫

八
月
二
十
九
日
㈫

九
月
二
十
七
日
㈬

十
月
十
日
㈫

十
一
月
十
五
日
㈬

十
二
月
十
二
日
㈫

◦
時
　
間
　�

十
三
時
開
場�

十
三
時
半
開
始

◦
会
　
場
　
願
興
寺
庫
裡

◦
持
ち
物
　
タ
オ
ル

初
め
て
の

ヨ
ガ
教
室

案 

内

願
興
寺

お
茶
会

ご
案
内

どなた様でも 
ご参加いただけます。
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今
年
一
月
か
ら
手
さ
ぐ
り
で

始
め
た
清
掃
奉
仕
活
動
で
す
。

参
加
メ
ン
バ
ー
が
ま
だ
ま
だ
少

な
く
毎
月
寂
し
い
思
い
を
し
て

お
り
ま
す
。

　

少
し
ず
つ
暖
か
い
日
も
増
え

て
き
て
体
を
動
か
す
と
気
持
ち

い
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
の
出
来
る
範
囲
の

お
手
伝
い
で
構
い
ま
せ
ん
。
報

酬
等
は
な
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

な
り
ま
す
が
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
　
　
時

　
毎
月
十
六
日

　
午
前
十
時
か
ら
十
一
時

活
動
内
容

　�

境
内
の
清
掃
、
草
取
り
、
窓

ふ
き
、
本
堂
や
庫
裏
の
清
掃

な
ど
（
そ
れ
ぞ
れ
が
出
来
る

範
囲
で
）

　

永
代
経
懇
志
金
を
拝
領
い

た
し
ま
し
た
。
篤
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
お
寺
の
布
教

活
動
、
本
堂
の
仏
具
な
ど
に

使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�
大
石　

修�

様
（
関
原
一
）

�
中
山
敏
行�

様
（
関
原
三
）

�
丸
山　

孝�

様
（
大
山
）

�
郷　

昌
一�

様
（
大
山
）

�
田
村
シ
ズ�

様
（
北
山
）

�
荒
木
喜
正�

様
（
東
京
）

�
田
中
克
文�

様
（
新
保
）

�
長
部
秀
樹�

様
（
上
除
）

�
丸
山
松
夫�

様
（
大
積
三
）

�
佐
藤
一
浩�

様
（
大
積
高
鳥
）

�
牛
木　

昇�

様
（
旭
岡
）

永
代
経
志
の

ご
芳
名

二
〇
二
二
年

お
寺
の

環
境
美
化
に

ご
協
力
く
だ
さ
る
方
を

募
集
し
ま
す

　

真
宗
門
徒
の
お
勤
め
に
欠
か
せ

な
い
「
正
信
偈
」
を
読
め
る
よ
う

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

　

七
月
か
ら
十
一
月
の
全
十
回
の

日
程
で
正
信
偈
を
中
心
と
し
た
練

習
を
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
様
の

ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

第
十
九
期 

お
経
会
予
定

第
一
回	

七
月
十
一
日
㊋

第
二
回	

七
月
二
十
五
日
㊋

第
三
回	

八
月
八
日
㊋

第
四
回	

八
月
二
十
二
日
㊋

第
五
回	

九
月
五
日
㊋

第
六
回	

九
月
十
九
日
㊋

第
七
回	

十
月
三
日
㊋

第
八
回	

十
月
十
七
日
㊋

第
九
回	

十
月
三
十
一
日
㊋

第
十
回	

十
一
月
十
四
日
㊋

▪
隔
週
火
曜（
全
十
回
予
定
）

▪
午
後
七
時
三
十
分
～
九
時

▪
事
前
申
し
込
み
不
要

▪�

ど
な
た
で
も
ご
参
加�

�

　
　
　
　
　
い
た
だ
け
ま
す

　

今
回
の
願
興
寺
だ
よ
り
に
も

案
内
が
あ
り
ま
し
た
が
、
来
年

の
五
月
二
十
六
日
に
親
鸞
聖
人

七
五
〇
回
御
遠
忌
と
願
興
寺
開

基
六
〇
〇
年
の
法
要
が
勤
ま
り

ま
す
。
住
職
の
交
代
後
、
初
め

て
の
大
き
な
行
事
で
あ
る
こ
と

も
あ
り
、
心
配
症
の
わ
た
し
は

最
近
住
職
と
の
会
話
の
話
題
の

多
く
は
こ
の
御
遠
忌
と
開
基

六
〇
〇
年
の
話
に
な
っ
て
い
る

今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

こ
の
行
事
の
テ
ー
マ
で
も
あ

る
「
こ
れ
ま
で
の
願
興
寺
を
振

り
返
り
…
」
と
あ
る
よ
う
に
、

六
〇
〇
年
～
七
五
〇
年
と
い
う

長
い
年
月
を
か
け
て
受
け
継
が

れ
き
た
親
鸞
聖
人
の
教
え
や
た

く
さ
ん
の
ご
門
徒
様
に
よ
っ
て

護
持
さ
れ
て
き
た
こ
の
願
興
寺

の
歴
史
を
振
り
返
る
と
身
の
締

ま
る
思
い
で
す
。

　

こ
の
大
き
な
法
要
を
み
な
さ

ん
と
一
緒
に
作
り
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

 

編
集
委
員　

髙 

橋 

智 

美

編
集
後
記

お
経
会�

案
内

第
十
九
期

（14）


